














門家のニーズについて調査し、このエリアのニーズは何か、さらにはなぜそれがニーズとなって顕在化しているのかということを分析し、それに対する現在のリソースと、今後必要となる活動・支援や連携は何かを考えます。そ 結果を、このエリアでおこなっている連携会議や、大学の勉強会等を通して、地域の専門家や住民のみ さん 共有します。
３）大学が主催して、地域の専門家の交流の場・研

















































































































なく、その子を含むクラス運営やほかの子どもとの関係、さらには保護者支援や保護者同士の関係、小学校や専門機関との連携等、出された悩みは多岐にわたっていました。つまり 育園・幼稚園の業務と活動は幼児期の保育・教育 とどまらず、家族支援、地域支援に及ぶのです。そのため、保育園・幼稚園という存在は、子どもにとっても家族にとっても地域にとっても非常に大きいということがよく理解できます。〈おわりに…地域のかたが とも 〉
今回、発達・教育相談室の開室にあたりまして、私
たちスタッフは、保育園・幼稚園だけでなく、関係機関や行政のかたがたをお訪ねして、ご挨拶させていただきながら、今現在の問題と思われることについてお聞きしまし 。そして、それぞれのお立場で問題と支援について熱く語られるかたがたから「小平」 いう地域を教えていただきま 。私たちもまた、この地域の養育力の一翼となれますよう ともに歩んでいきたいと思います。
最後になりましたが、お忙しい中、地域について教
えてくださいました関係機関のかたがた、調査に快く協力してい だきましたり、勉強会に参加 くださいました先生方に厚く御礼申し上げます
発達・教育相談室
室　長：市川奈緒子（白梅学園大学子ども学部）
相談員：五十嵐元子（白梅学園大学子ども学部）
【開室曜日と時間】
月・火・木・土　午前１０時～午後４時
【問い合わせ先】
電話 / ファックス：０４２－３４８－２００８
